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1 はじめに 
 高齢者の健康寿命を維持・向上する方法にロコモティブ

シンドロームを予防することがある(ロコモ予防)。ロコモ

予防は日常的に運動し、筋力を維持することが重要とされ

ている。厚生労働省が発表している健康日本 21(第 2次)の

目標では運動習慣者の割合を平成 34年度までに男性 58%、

女性 48%とすることを目標としており、運動習慣者の増加

が今後の高齢社会で大きな課題となっている[1]。 

 ロコモ予防にはスクワッド等、下半身を訓練する運動が

効果的とされているが、単調な訓練は運動習慣が無い者や

リハビリ患者の場合、継続的に行うことが困難なことがあ

る。この問題に対して松隈らはリハビリ患者を対象に娯楽

性を付与したデジタルゲームを開発し、ゲームが与える楽

しい体験から継続的な運動を促進できたと述べている[2]。 

 本研究では上記の知見を基に、下半身の筋力や関節可動

域が低下している高齢者でも簡単に訓練できるよう着座

した状態から運動できるトレーニングゲームの提案を目

的としている。またゲームの内容は料理をモチーフとした

デザインや達成目標を設定することでゲームに馴染みの

薄い高齢者でも親しみやすいものとなるように配慮した。  

 本稿では試作したゲームの概要と、みんなでみに区る健

康まつり 2017 で体験会を実施し、参加者から得られたア

ンケート結果について報告を行う。 

 

2 ゲームについて 
本ゲームは着座して行えることという条件から、体験者

は椅子に座りながら下半身の運動を行える必要がある。そ

のため股関節の内旋・外旋運動を中心に運動が行えるゲー

ムを試作した。ゲームの構成図は図 1のようになっており、

床面にゲーム画面を投影し、体験者は椅子に座りながら足

を動かしゲームを進める。その状態を Microsoft社の Kinect 

v2 を用いて計測し、ユーザの行動に合わせたゲーム画面を

提示する流れとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 試作したトレーニングゲームの構成図 

3 健康まつりでの体験会 
9 月 27 日に開催されたみんなでみに区る健康まつり

2017 というイベントで試作したゲームの体験会を実施し

た。参加者には本ゲームの体験前に本研究の説明を行い同

意書の確認・記入後、体験や健康状態に問題が無いか看護

師の判断を受けて実施した。体験中も参加者が転倒・骨折

をしないようにスタッフを配置し可能な限りリスクを最

小限にするように配慮した。実際に体験している様子が図

2である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ゲームを体験している参加者 

 

4 体験者に行ったアンケート調査 
ゲームの体験後、参加者には試作したトレーニングゲー

ムについての評価や、普段の運動習慣についてのアンケー

ト調査を依頼した。アンケートに協力した参加者の総数は

24 名であり、平均年齢は 69 歳であった。調査ではゲーム

の印象や内容についての評価の他に、参加者自身が日常で

感じる衰えについて自由記載で記入してもらった。その結

果、階段でつまづくことが多くなった、上り下りが大変に

なった等のコメントがあった。ゲームについては概ね高評

価が多く、楽しい、面白いといった意見を多く得ることが

出来ている。 
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